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第1回
2013年

4月
中医学の歴史 中医学基礎の概要 中医学理論の
基本的特徴 気・血・津・液・精

第2回
2013年

6月
気血津液精 陰陽五行説

第3回
2013年

9月
五行理論、経絡

第4回
2013年

11月
臓腑と臓腑弁証 第1節 心

第5回
2014年

1月
臓腑と臓腑弁証 第2節 肺

第6回
2014年

3月
臓腑と臓腑弁証 第3節 脾胃

第7回
2014年

5月
臓腑と臓腑弁証 第4節 肝胆

第8回
2014年

7月
臓腑と臓腑弁証 第5節 腎

第9回
2014年

9月
第４章 疾病と病因

第10回
2014年

11月
第４章 疾病と病因-2

第11回
2015年

1月
五行理論の臨床応用

第12回
2015年

3月
五行学説理解のための説明

第13回
2015年

5月
五行学説理解のための説明 臓腑弁証ほか（脾肺、
大腸）

第14回
2015年

7月
相生・相剋・相乗・相侮の症例検討、五行理論を
使った  治療戦略

第15回
2015年

9月
脈診

第16回
2015年

11月
舌診

第17回
2016年

1月
脳 子宮 三焦

第18回
2016年

3月
八綱弁証

第19回
2016年

5月
気血弁証

第20回
2016年

7月
臓腑弁証 心小腸

第21回
2016年

9月
臓腑弁証 肺大腸

第22回
2016年

11月
臓腑弁証 腎と膀胱

第23回
2017年

1月
病邪弁証 風寒

第24回
2017年

3月
病邪弁証 六淫（湿、熱/火、燥）

第25回
2017年

5月
病邪弁証 六淫（食積、気滞、血瘀、痰飲、水腫）

第26回
2017年

7月
霊梅参について

第27回
2017年

9月
傷寒論と温病、六経弁証

第28回
2017年

11月
外感熱病弁証

第29回
2018年

1月
衛気営血弁証

残り部
分

治則（正治反治、袪邪扶正、調整陰陽）と治法
（汗法、清法、下法、和法、温法、補法、消法、開
竅法、固渋法、鎮納法）

うめだ中医学勉強会 2013年4月ー2018年1月



寺子屋中医メモ

第４章 病因と発病の過程
  1 病因 （六淫、癘気、七情内傷、
飲食、労逸、外傷、瘀血、痰飲）

2 発病の原理
    （１） 正と邪のバランス
（２） 内外の環境と発病

第５章 病機（＝病理機序）
1 陰陽の失調
2 正気と邪気の争い

  3 気血失調
4 津液の失調
5 内生五邪
6 臓腑の病機

土方先生資料

第４章 疾病と病因 （続き）
第一節 六淫と癘気(第９回）

第二節 発病の機序 Text1 ＝PP4
第三節 疾患発生根本原因
（すべては邪正闘争と陰陽失調の現れ）

Text2-6 = PP5-8
  Text6 は小括

第５章 陰陽五行説
第一節 陰陽学説  Text 7-17 PP9,14-33

     1 陰陽学説の基本的観点
 2 陰陽学説の具体的応用
第二節 五行学説

症例1    30歳 陰陽失調症例 PP10-13
症例2    71歳易感冒 PP34 腎虛からの子盗母気
症例3-5 参蘇飲、香蘇散 PP35
症例6-7 人参湯の2例 PP39
症例8     6歳 真寒化熱の症例 PP41-42



2.発病の原理
（１）正と邪のバランス

①人の抵抗力＝正気である。正気の不足は疾病の発生の根源である。邪
気が侵入できるのは正気の抵抗の不足のため。体の不調により抵抗力は
衰えてゆき、病気になりやすくなる。

②邪気は発病の重要な条件である。正気は発病の過程の中で主導権を握
るが、邪気も重要な作用を持つ。伝染病や外傷は抵抗力ではどうにもならな
いことが多い。

③正気と邪気の勝負で発病するかどうかがきまる。正気が勝てば発病しな
いし、邪気が勝てば発病する。体質によって発病重症度も異なるため、正気
の強弱は回復の早さをも左右する。

寺子屋中医メモ

第4章 病因と発病の過程



（２）内外の環境と発病
内環境は人体の正気を指す。人は昔から自然と調和して暮らしてきたが、

その自然環境の変化や汚染によって発病するということがある。気候、地域性、生
活、仕事環境などが外環境も発病に関与。一般的にいうと体質と精神状態が正気
の強弱を決定している。

○北海道と沖縄、都会と田舎

►診断には症状だけではなく、どのような状況（外環境）から症状がでるのかを把
握することも重要である。

①体質と正気
体質の強壮は、臓腑の活動が盛んで、精、気血、津液などが充実しているこ
とを示し、正気も強い。その逆に、虚弱体質は気血津液が不足し、正気も弱
い。体質は先天的なものと、後天的な営養状態や運動も関与している。

②精神状態と正気
精神状態は、感情の直接的な影響を受ける。精神状態が良いと、体の気の
巡りが良く、気血は調和し、臓腑の機能も正常に働く。このため正気は強くな
る。逆に精神状態が悪いと気が
詰まり、体調が悪くなる。よって、正気も弱くなるのである。

寺子屋中医メモ



5章 病機

病機とは、病理機序であり、疾病の病因、発生、発展、変化（病位・病
勢）の過程を指す。
具体的には、正気と邪気の争い、陰陽失調、気血のバランス失調、臓腑経絡
の機能失調などが「病機」に相当する。

1 陰陽の失調

陰陽のバランスが崩れると、各種疾病の原因につながる。陰陽失調とは陰
陽の消長・気血の変化、臓腑、経絡の連携などの体内の生理的活動が壊され
た状態である。六淫、七情、飲食不摂生、精神的ダメージなどから発病に至
るには、必ず体内の陰陽失調があって行われる。つまり陰陽失調は疾病の発
生や発展の根拠でもある。例えば「心腎不交」「陰虚陽亢」などである。

（１）陰陽どちらかの勢いが強すぎる
陰と陽は互いに制約しあっているため、片方が強すぎると、時間がた

てば必ずもう一方の衰えを引き起こす。

寺子屋中医メモ



①陽の勢いが強い場合
陽が盛んになりすぎると体内に熱が過剰になる。一般的に外感病でよく
見られ、邪気の侵入が見られる実証を指す。熱、顔が赤い、いらいら、
便秘などの症状が現れる。当初は陰虚を伴わない。時間が経つと陰の虚
を伴う場合もある。相対的な虚か絶対的な虚かを区別しなくてはならな
い。

寺子屋中医メモ

相対的な陰虚（陰陽のバランス 図ａ）
陽が盛んなため（実熱過多）、陰が相対的に少なくなったように見える
（実熱盛んで陽が多いため、陰の絶対量は減っていないが割合が減る。

絶対的な陰虚（陰陽のバランス 図ｂ）
熱の状況が長びき、陰液の消耗が起こり、陰の絶対量が不足した状態。
これは、病状が進んで最初実熱症だったのが、陰虚がすすみ虚熱証を帯
びてくる（この段階は実熱兼陰虚証）。つまり相対的な陰虚から、絶対
的な陰虚に進んだことを示す。



寺子屋中医メモ

ａ相対的な陰虚 ｂ絶対的な陰虚

陰

陽

陰虚陽実=虚熱+実熱

陰

陽

陰実=実寒

ｄ相対的な陽虚
e絶対的な陽虚

ｃ陰虚のみの虚熱のみ

ｆ陽虚のみの虚寒い

陰

陽

陽虚＝虚寒

陰

陽

陽実=実熱（高熱が多い）

陰

陽

陰虚=虚熱（微熱が多い）

陰

陽

陽虚陰実＝虚寒+実寒

図：陰陽のバランス



②陰の勢いが強い場合
冷たい物の食べ過ぎや、急な寒い環境への接触などにより、（寒）陰が盛ん
になりすぎると体内に寒が過剰となり陽虚となる。陽虚になると生理活動を
するための動力が不足し代謝・機能障害が起こり、病理的産物が体内に蓄積
するようになる。体が冷える、血色が悪い、などの症状が見られる。理論上
は、陰が勝っている時は陽の相対的不足（陰陽のバランス 図ｄ）と絶対的
不足（陰陽のバランス 図ｅ）があるが、実際は陰の発病自体、陽に陰が勝
たなければ発病しないという実情があるため、その区別は難しいものとなる
。基本的には程度の差はあるが、陽虚を伴うということである。

寺子屋中医メモ

►相対的陽虚と絶対的陽虚
図ｄは陰が盛んになったための寒（寒い環境に長時間いる、冷たい物を食べ
る）。一時的に外部から冷やされた状態の為、冷える症状を中心に示す。正
常人が－4度の部屋に入った場合。
図ｅは陽虚による寒：環境による冷えの症状＋冷え性による気虚、陽虚症
状：冷え以外に疲れやすい、消化不良を伴う下痢など。冷え性の人が－4度の
部屋に入った場合。



（２）陰陽どちらかが衰える
なんらかの原因で陰または陽の一方の量の減少が起こると、相手を制約で
きなくなるため、相手が強くなったかのように見える。陰陽が衰えるのは
気血津液の不足・臓腑経絡の機能減退などにより精気不足となるためであ
る。

寺子屋中医メモ

①陽の衰え
陽の衰え（陽虚）は多くは先天的不足が多い。
その他後天的な栄養不足、長患いで耗気しておこることがある。
一般的には、脾腎の陽虚が主となる。腎陽が全臓器（肝・心・脾・肺）に陽を与えるため、
腎陽虚になると全体に供給する熱が不足し、全身が冷え機能の減退も現れる。
（陰陽のバランス図ｆ）

②陰の衰え
陰の衰え（陰虚）とは体の滋養効果を持つ物質（陰）が消耗され減少すること。
原因は他の邪気から転化した火（他の邪気がいつまでも除かれないで同じ所に存在すると、
周りから体熱が入り込んできて熱を帯びる→化熱）による体液（陰液）の消耗
（傷陰）で起こる。
又長患いすると患っている部位が化熱傷陰する。
一般的には肝腎の陰虚が起こりやすく主となる。（陰陽のバランス図ｃ）
陰虚の特徴のある症状：五心煩熱（手足の平が熱く感じる症状：不快感伴うことが多い）
舌紅少苔（虚熱により舌体の色が赤い。陰虚なので苔の材料が少なくほとんどない状態）



►陽が盛んになりすぎる場合は実熱と言って、熱の症状のみが強調されるが、
図ｃの陰虚による陽が相対的に強くなったように見える症状は熱の症状が少
なく（虚熱と呼ばれ微熱の事が多い。陰によって体の熱を調整できなくなっ
た時に現れる熱→相対的に陽が多くなるための熱）盗汗など虚の症状が顕著

に現れる

寺子屋中医メモ

（３）陰陽どちらかが傷つく
陰陽のどちらか一方が損傷すると、経過においてもう1方にも影響を与え、
両方が虚になる状況を作り出すこと。陰陽互損という。陰陽は互いに転化し
あうため、一方が減ると他方がそれを補うように作用し均衡を保とうとする。
長びくと、両方共不足する事態になる。この理論から、陰陽の一方だけを補
いたい場合でも必ずもう１方への影響を考慮して、両方を補う処方構成にす
る。ただし、各虚の度合いに応じて処方の比率を変える。
►気と血、血と津液など互いに補い合う関係であるため、どれかが少なくな
るともう片方がそれを補う。



（４）陰陽が互いに拒絶する
陰陽が体内で混ざり合わず、互いに完全に隔離した状態を陰陽格拒という。
体内の寒や熱が強すぎるため、完全に逆のものをはねのけてしまう
（冷えすぎると内部は陰寒ばかりで上や表面にだけ温熱が追いやられる）

のが原因である。

治療では中は寒ばかりなのに、表面は温いことがあり、誤って冷やすと重
症か又は死ぬので注意すべきである。

陰陽の失調の中でも比較的特殊なもの。格陰、格陽と呼ばれる。

格陽：中は寒のみが充満して陽が入れず、陽が外側に追いやられ隔離され
た形となる。一見症状は熱（陽性）症状に見えるが、実際は体内に寒のみ
が存在する。

寺子屋中医メモ

陰

陽
格陽

寒（陰）



寺子屋中医メモ

格陰：中に強すぎる熱がこもり、陰（寒）が完全に外へ追いやられ
外表へ隔離された形となる。
一見、表面からは寒の症状に見えるが、病の原因は中に閉じ込めら
れた熱にある。

陰

陽

熱（陽）

格陰

（５）陰陽どちらかが失われる
亡陰、亡陽の二つがある。
一般には、体内の陰液（汗）や陽気が突然大量に失われた場合に起こる
→生命の危険。（吐血など）
大量出血や大汗（長時間の真夏のゴルフなどで）をかいた後の強烈な脱
水症状のあとに起こるショック状態に多く見られる



寺子屋中医メモ

2. 正気と邪気の争い

（１）正邪と虚実
虚とは正気の不足をいう。正気の虚から疾病が起る場合に虚が原因の疾病と

いう言い方をする。虚の人は気血津液臓腑の働きが弱く，抵抗力も落ちてい
る。
実とは邪気の侵入が原因で疾病が起こる場合をいう。六淫の侵入や痰、血、

水、食などが体内に溜まると疾病の原因となる（咳嗽患者の粘稠な喀痰・黄
膩舌苔は邪実）。便秘なども実証になる。
正邪盛衰は単なる虚実のみの時と、慢性化した複雑な経過をたどる時は、虚
と実が同時に存在する。つまり正気が弱いから邪気が侵入する（肺気虚があ
るため咳嗽・粘稠な痰もある）。

（２）正邪と疾病

疾病の発生・発展・転帰の過程において、正邪のバランスは絶えず変化して
いる。正気が邪気に勝てば回復に向かうし、負けると悪化する。慢性化する
と正気と邪気が拮抗し悪い状態が膠着状態になったり、邪気が去った後も正
気が回復しない（解熱したのに咳が続く）こともある
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正気充実
邪気

正気不足
（虚） 邪気

正気不足（
虚）
↓
内邪

邪気

►正気と邪気・虚と実

正気が充実していれば（抵抗力）邪気を寄せ付けず、
正気が不足していれば、邪気に入られやすくなる。
例 正気が充実していれば風邪をひかないが、何らかの理由で正気が不足したとき、
風邪をひき易い

正気不足によって体内に余分なもの（内邪）がたまり、
外邪と結び付いて症状を悪化させることある。
例 普段から浮腫のある人が、梅雨時期になると症状が悪化する
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おか



Text1 ＝PP4



PP5＝Text2



PP6＝Text2-3



PP7=Text3



Text2=PP5



Text3＝PP6-PP7



PP9=Text4



Text4=PP9



PP8＝text5 +解説（赤字） , text 6



Text5=PP8



Text6 ≒ text5 PP8
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Text8=PP15
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PP3-2
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Text9=PP16・21
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PP24=text12-13



Text12=PP23-24



Text13=PP24



PP25=text14



Text14＝P25



PP26=text15



Text15=PP26



PP27=text16



PP28=text16



Text16=PP27-28



PP29=text17

ということを説明している



PP30=text17



Text17=PP29-30



PP31

中医学入門 第二版



PP32

中医学入門 第二版



PP33

中医学入門 第二版



PP34



PP34-2



PP35

生姜



PP36



PP37



PP38

図説傷寒論 白石佳正



PP39



PP40

図説傷寒論 白石佳正



PP41



PP42



今回の講義のまとめ

戸城追加スライド

前回六淫、癘気、内傷七情、飲食失調などの病因について学んだ。
それらが発生したときに正気と邪気のバランスにより発病するかどうかが決まる。

人体の内部環境＝正気 外部の環境や痰飲食積瘀血＝邪気 であり
正気に影響するものは 先天的な体質 栄養 運動 精神状態などである。

病機を学ぶことで、病因に対し人体（陰陽・気血・経絡・臓腑）がどう反応し
疾病がどのように進展するかのパターンを知り、治療に生かすことができる。

陰陽失調（バランスの崩れ）
邪正闘争（虚のみ、実のみ、虚実錯雑、慢性化）
外感病は邪正闘争、内傷雑病は陰陽失調が主体（だが全てではない）

陰陽学説の基本的観点（属性としての陰陽、陰陽可分、陰陽互根、陰陽制約、陰陽転化）

を理解することで人体の生理機能、病理変化を解釈できる。
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